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救急委員会研修部門の職員はトリアージ患者のメークを

給食班によるアルファ米炊き出し

院長より訓練開始宣言 各部署から状況報告 患者様も訓練に参加

黄・赤色の型の2次トリアージでは「重症度合い」を判断して各診察ゾーンに搬送が行われます。 訓練が終了後、参加者にアルファ米が配られました。

患者が次々やってきます。病院入り口は1ヶ所として1次トリアージが行われ、黒・赤・黄・緑色のタグの色が決まります。

病院及び御前崎市総合保健福祉センター合同の防災訓練を

行いました。消火班による放水訓練、避難誘導訓練のほか、

給食班による炊き出し訓練では非常用保存食『アルファ米』炊

き出しセットを使い盛り付け、配食しました。

各班による訓練が終了後、玄関前でトリアージ訓練を実際に

即した形で行い、次々とやって来る模擬患者に治療の優先順位を

決めました。いざという時、

成果が活かせるように常に防災

意識を持つように心がけたいと思います。
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